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緒言

さきに私は，ー農村およびー刑務所において，尿尿の

二硫化炭素処理による姻虫感染予防の野外実験を行い，

本法が，自らの尿尿を肥料に用いて，野菜を自給自足し

ている集団の，畑虫感染予防の一つの優れた方法て、ある

ととを確認した．

本簡では，尿尿の二硫化炭素処理法の実施に伴う二，

三の問題を検討したい．

尿尿の二硫化炭素処理法

尿尿の二硫化炭素処理法とは，屋外の肥溜の尿尿に，

全量の1,500分の 1の割合に二硫化炭素を投入し，充分

に撹持し，気密な，コンクリ ート製の有蓋肥溜てはそのま

ま，夏季には 1週間，冬季には 2週間放置して，胴虫卵

を殺滅した後に，肥料として用いる方法である． との

際， 撹梓は，密閉できる有蓋肥溜ては，投入時のみでよ

いが，密閉てきない肥溜ては，浮澄〈スカム〉のなくな

るまで，連日1回ずつ行わねばならない．このように処

理した尿尿は，肥料として用いても，作物に何等の薬害

を与えない．

なお，二硫化炭素の量は，最初は，民尿量の2,000分

の lを用いていたが，その後，四季を通じての殺卵の完

全を期するために，上述のように，1,500牙の lに改め
宇i
J」．

1. 二硫化炭素の性質二硫化炭素法を実施するに

は，予め二硫化炭素の性質を知っていなければならない．

二硫化炭素は，無色の液体てある．比重は1.26(20°0）と

れを，水中へ投入すると，粒状となって沈み，容器の底部

に，油滴状をした大小の塊りとなって沈澱する．沸点は

46.3。Cであって，常温て徐々に揮散し，開放性の容器て

は，冬季ても 2週間以内に揮散する．水に対する溶解度

は0.18g%(20°0）てある．また，引火性があり，マッ
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チをすって近ずけると，微かな焔をあげて燃える．二硫

化炭素ガスは毒性があって，長時間にわたって吸入すれ

ば，頭痛，固まいなどを起す．とれらの，引火，ガス中

毒などの事故は，倉庫，人絹工場などの室内て起るζ と

であるが，尿尿処理の場合のように，屋外の肥溜に投入

し，また，投入量が少なく ，しかも投入された二硫化炭

素が，極めて少量ずつ逸散する場合には，実際上，中毒

や引火の憂はない．

2. 二硫化炭素の保存と取扱 以上のように，二硫化

炭素には，引火およびガス中毒の危険があるから，保存と

取扱には，特別な注志を要する 二硫化炭素は，上に水を

盛ったまま， ドラム缶に入れて輸送されてくる．ζのド

ラム缶を家屋から多少離れた小屋に保存する．この小屋

は日射をさげる程度におおった半坪内外のもので充分で

ある．ガソ リン，石油等の貯蔵所を利用しでもよい．と

の小屋に火気厳禁の札を掲げて火気に注意する．使用に

当つては， ドラム缶から，石油， またはガソ リン汲みあ

げ用のポンプを使い，あるいは，ビニール管をサイフォ

ン式に使って小瓶に牙注する．注入した瓶には，必ず水

をはり ，ガスの揮散を防ぐ必要がある．これは同時に引

火の危険を防止するととにもなる．更に，取扱者は常に

風上に位置して，濃厚なガスを吸ひ込まないように注意

する．本法は，実際には，村単位， 字単位など集団的に

行うから，二硫化炭素の置場を一定し，取扱者も特定の

人に限って，一般の人々には扱わせぬことが大切であ

る．二硫化炭素を各家庭に分配して，各自に実施せしめ

るととは，事故防止上よくない．

3. 実施上の諸注意 1）二硫化炭素の効果は寒冷の

季節には，やや衰えるから，冬には通常の量よりもやや

多く用いた方がよい． 2）本法は屋外の肥溜て行う方法

であって，屋内の便池に行つてはならない．屋内の使池

ては次々と新鮮民尿が加わるため，殺卵が充分に行われ

ないし，揮散したガスが便所にともるからである． 3) 



本法を開始する時期は，秋野菜や春野菜の蒔きつけ前，

すなわち， 7月または 2月がよい.4)本法の開始前，

または開始と同時に徹底的に駆虫を行う必要がある．

5）予防地区以外て栽培された野菜を生のまま叉は漬物

として食べないように，充分に教育する必要がある．

4. 尿尿の二硫化炭素処理に要する費用 日本人の 1

年聞に排Tiltずる尿尿は，老幼男女を平均して，約 360lと

推定されている．従って， 1,500分の lの割合て注入す

れば， 1人当り， 1年聞に 240ccの二硫化炭素を要すると

とになる．二硫化炭素の価格は製造工場からドラム缶て

買えば 200lが約 15,500円〈昭和28年における時価〉

であるから， 1人当りの年間費用は約18円という小額と

なる．実際に，富士見村の私の実験ては，尿尿の二硫化

炭素処理を行った際は，尿尿量の2,000牙の 1の割合に

二硫化炭素を投入したのであるが，対象人員 841人，実施

期間 6カ月間に対して要した二硫化炭素量は， 187 lで

あって，その価格は 14,500円であった．すなわち， l

人当り約17円であった．従って， l人当り年間約34円と

なる．との際二硫化炭素は尿尿畳の2,000分の 1を用い

たから， 1,500好の lとナれば約 45円となる．すなわ

ち，実際の費用は推定の約 2倍を要した．その原因とし

て考えられるととは次の諸点である．まず 1戸に l箇し

か肥溜がない場合には，処理済の尿尿を使用しきらない

うちに，未処理民尿を汲み足して処理するととになる．

冬を中心とする尿尿の需要が少い季節には，この二重処

理が相当大量にのぼる．また，肥溜が不完全で雨水が流

れこんだり，或は，下水を流し込む構造の肥溜があって，

見かけの尿尿量が増大するととである． とれらの浪費

は，肥溜の数を増して， l戸に少くとも 2箇を設けると

と，また，雨水や下水の流れこまないように改造するこ

とによって防ぐことができる．月夜野町の実験のよう

に，コンクリート製の気密にできる肥溜を用いれば，二

硫化炭素ガスとしての作用を伴うから，使用量をさらに

節約できる．

いずれにしても，尿尿の二硫化炭素処理法は，僅少の

費用て足りるうえに，特別の設備を必要としない実用的

な方法であることがわかる．

実験対象および実験方法

実験対象および実験期間

イ〉群馬県勢多郡富士見村における農家の肥溜，昭

和28年8月～昭和28年12月．

ロ〉 前橋刑務所における民園の肥溜，昭和28年8月
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～昭和2g年5月．

ノ＼〉 群馬県利根郡月夜野町における民家の肥溜，昭

和32年3月～昭和32年4月．

ニ〉群馬大学構内の実験肥溜，昭和27年2月および

昭和29年5月～昭和29年6月．

実験方法

二硫化炭素処理による殺卵効果をみるために，二硫化

炭素投入前と投入 2週間後に，肥溜の下用部から尿尿を

採取し，培養法によって，その中の岨虫卵の死滅状況を調

べた．詳細については第1篇，第2篇を参照されたい．

尿尿の二硫化炭素処理法実施に伴うニ，三の問題

尿尿の二硫化炭素処理法の実施に伴って問題となるこ

とは次の諸点である． 1）肥溜中における二硫化炭素の

殺卵力に季節的な変動があること． 2）上層卵に対する

殺卵力が比較的に弱いこと．3）二硫化炭素に引火性の

ある ζ となどである．以下に，とれらの問題について検

討を加えるとともに，その対策について述べる．

1）肥溜中における二硫化炭素の殺卵力に季節的変

動のあるととについて

イ〉肥溜中における二硫化炭素の殺卵力に季節的変

動のある事実 ：二硫化炭素投入後の肥溜中の畑虫卵死滅

率をみると，実験段村における成績も， 5長・験刑務所にお

ける成績も，気温の高い季節には死滅率は高いが，気温

の低い季節には死滅率が多少低下していた．まず，下層

卵についてみると，実験良村の第2年度の成績で， 8月

5日および6日には， 7箇の肥溜について，投入 2週間

後の死滅率が99%(97～100 %）であったものが，12月

23日の成績では，3箇の肥溜について92%(85～99%) 

て、あった．また，実験刑務所において 8月18日， 26日の

成績では， 5箇の肥溜について死滅率はいずれも 100%

であった．しかも，その中の 1箇は投入 9日目てすでに

100%の死滅率を示した．しかるに，12月17日には 3箇

の肥溜について95%(94～95%）であった．

また，気温の高い季節には，処理後の死滅率が一様に

高いうえに，各肥溜聞の差が少かったが，一方，気温の

低い季節には，死滅率が多少低下するとともにF 各肥溜

聞の差が比較的に大きい傾向がみられた．すなわち，実

験刑務所における成績をみると，8月には 5箇の肥溜に

ついて，死滅率はとととどく 100%であったのに対し

て， 10月には11箇の肥溜について80～100%と相当な差

があった．実験段村においても， 8月には 3箇の肥溜に

ついて，死滅率は97～99%であったのに対して， 12月に
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は3箇の肥溜について85～99%と相当な差がみられた．

つぎに上層卵についてみると，実験刑務所において，

8月18日および26日には， 5箇の肥溜の中 1個（98%)

を除いて他は 100%の死滅率を示したのに対して， 12月

17日には 3箇の肥溜について 78% (72～82 %）であっ

て，上層卵の死滅率も，下層卵の死滅率と同様に，夏に

高く冬に低い傾向を示した．また，各肥溜聞の死滅率の

差異も，下層卵の場合と同じく，夏に小さく，冬に大き

い傾向が認められた．

このように，肥溜中における二硫化炭素の殺卵力が季

節により多少変動し，気温の高い季節には死滅率が高

く，ほとんど 100%に死滅するのに対して，気温の低い

季節には多少低下する ζ とが認められ，かかる傾向は下

層卵に対してよりも上層卵について著しいことが知られ

た．

いま，前橋測候所て調べた実験当時の前橋地方の月別

平均気温の推移と前橋刑務所における二硫化炭素処理後

の肥溜中の畑虫卵死滅率の推移とを同一グラフに記して

みると，気温の上昇あるいは低下につれて死滅率が変動

する状況がよくわかる（第1図〉．
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第 1図 廃尿の二硫化炭素処理による肥溜内上層卵

及び下層卵死滅率と気温との関係（刑務所に於

ける実験，昭和28年 7月～昭和29年 6月）

0一一一一o，下層卵；×ー・ー・－x上層卯

ロ〉低温時に殺卵力が弱まるととに対する対策：：気

温の低い季節に殺卵力が弱まるととに対する対策として

は作用濃度を高めるととが考えられる．との考の下に，
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前橋刑務所において，昭和29年5月15自に，二硫化炭素

の濃度を更に濃くして，尿尿量の1,500牙の 1の割合に

投入した．その成績によると（第1図〉，合計 7個の肥j留

について上層卵および下層卵がともに 100%の死滅率を

示した．この対照となるべき， 5月に2,000牙の lの害［

合て投入した成績はない．しかしながら，前記のグラフ

によると， 5月の平均気温は10月と11月の中聞に当る．

さて，との実験て二硫化炭素を2,000牙の lの割合に投

入した場合の死滅率は，下層卵ては10月に94%, 11月に

95%であり，上層卵ては10月に83%,11月に82%であっ

た．もしも10月と11月の平均気温の中聞に位する 5月に

おける姻虫卵死滅率が， 10月および11月のそれの中閣で

あると仮定すれば，下層卵ては95%，上層卵ては83%程

度となる．すなわち， 2,000分の lの割合ては死滅率が

下層卵て95%，上層卵て83%程度と推定される場合に，

1,500牙の 1の割合に用いれば，上層卵下層卵ともに

100 %に死滅するととになる．

さらに，気温の低い季節の例として，昭和32年4月上

句に群馬県利根郡月夜野町（山間部〉て実験を行った．

との際は，有葦コンクリート製の肥溜に1,500分の lの

割合に投入し，撹梓後放置し， 7日および14日後に死滅

率を調べた．その結果〈第1表） 2箇の肥溜について

第 1表二硫化炭素処理による肥溜内姻虫

卵苑減率の推移月夜野町における実験

処理後
肥溜番号 処理前

7日 14日

1 20% 70% 98% 
2 36% 56% 97% 

（昭和32年 3月28日～ 4月11日）

処理前の死滅率がそれぞれ20%,36%であったものが，

7日後には70%,56%, lJ日後には 98%, ¥)7 %と高ま

り，かなりよい成績を示した． とれとほ三同時期の，

4月1日および8日に前橋刑務所て行った実験ては，

2,000分の lの割合に投入した場合の14日後の死滅率は

96% (95～97%）であった．との，一見，同程度の殺卵

成績も，山間部が平野部に比して，気温の低いととを考

慮すれば，殺卵力が密閉された場合に強まるととを示し

ているものと解釈できょう．

2) 二硫化炭素処理の際に上層卵に対する殺卵力が

比較的に弱いととについて

イ〉 上層卵の死滅率が下層卵の死滅率より低い事ー



実：第2篇の実験刑務所における成績に述べたように，

二硫化炭素処理により，民尿中の畑虫卵の大部牙は死滅

するのであるが，上層卵の死滅率が下層卵の死滅率より

も低い傾向が認められた．との傾向は，とりわけ，気温

の低い季節に著しかった．一例をあげれば，実験刑務所

の12月17日の成績にみられたように， 8箇の肥溜につい

て，下層卵が95%(94～95%）であったのに対して，上

層卵ては79%(72～82%）であった．

との原因として考えられるととは，二硫化炭素が比重

の関係から肥溜の底部に沈み，下層部の二硫化炭素濃度

が高くなり， これに反して上層部の濃度が低くなるこ

と．また，肥溜が密閉されていないために，二硫化炭素

ガスとして作用する時聞が短いととである．

ロ〉 二硫化炭素の水中における牙布：肥溜へ投入さ

れた二硫化炭素は，肥i留中でどのように分布するもので

あろうか．これを直接に調べることはできなかったの

で，次のような実験を試みた．すなわち，コップに水を

入れて，とれに少量の二硫化炭素を投入してみると，二

硫化炭素は粒状をして水中を落下し，コップの底に油滴

状の塊となって沈澱する．これを撹持すると，細い粒状

の塊に牙れて水中に舟散するが，撹非をやめると，ま

た，底にたまる．いま，肥溜中の尿尿を，民 ：尿＝ 1 : 

4の混合物とみなせば，貯溜尿尿の大部分を占める尿中

ては，二硫化炭素は水中における場合と同むような態度

をとるものと推定される．とのように二硫化炭素の肥溜

中における分布は，比重の関係から下層部て高濃度を示

すと推定される．

ノ＼〉撹持の繰返しの有無による畑虫卵死滅率の差

異：撹持するとしないとでは，二硫化炭素の殺卵力にど

れほどの差異があるだらうか．とれについて，蓋のない

従って密閉できない小型の実験肥溜て実験を行った．す

なわち， 2つの同一規格の実験肥溜中に尿尿を汲み入

れ，二硫化炭素を2,000分の lの割合に投入し，直ちに

充牙に撹持した．とのように最初の撹持を行った後に，

一方は撹拝せずに放置し，他方は投入3日後， 7日後，

10日後にHt伴を繰返した．かくて，投入14円後の死滅率

を調べたととろ〈第2表〉，下層卵の死滅率は，撹梓しな

いものでは90%，したものでは96%でほとんど差異を認

めなかったが，上層卵については，撹持しないものでは

10%，したものでは94%を示し，撹持した方がはるかに

効果的てあることがわかった．

ニ〉 密閉された肥溜における，撹拝を繰返さぬ場合

の掴虫卵死滅率 ：前記のように，蓋のない肥溜ては撹梓
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第2表二硫化炭素投入後の撞持回数によ

る肥溜内姻虫卵苑誠率の差異

投入14日後
撞持条件

上層卵 下層卵

聾ぽ ＃継続

入当日E後ZみF祥J 〕
94% 96% 

7回' 10日
1 撹 10% 90% 
（投入当日の

対 照 16% 14% 

（昭和27年 2月2日～ 2月16日）

が有効であるが，密閉できて，二硫化炭素ガスの作用を

期待できる場合にはどうであらうか． ζれについて，月

夜野町において，農家が実際に用いている肥溜て実験し

た．ととでは，コンクリート製の大型の有蓋肥溜を用い

たのであるが，投入の際撹梓した三けて，その後撹持を

繰返さなかったのに拘らず，相当に強力な殺卵力を示し

た（第 1表〉．すなわち，投入前には20～36%であった畑

虫卵死滅率が14日後には97～98%と高まったのである．

とのように，密閉の可能な肥溜においては，投入時の撹

持だけで，二硫化炭素ガスの作用と相まって，相当に強

い殺卵効果がみられた．

ホ〉 乳剤を用いた場合の畑虫卵の死滅率 ：前述のよ

うに，二硫化炭素は肥溜の底部において一様に分布しな

いから，姻虫卵死滅率に「むらjができるととが推定さ

れる．そこで，二硫化炭素をなるべく均等に分布させる

目的て，二硫化炭素乳剤を使用して，次のような実験を

試みた．すなわち，農家て実際に使っている肥溜に模し

て，縦lm，横 lm，深さ lmのコンクリート製の肥溜

2筒を用い，これに姻虫卵保有者の多い家庭の尿尿を汲

み入れ，一方の肥溜には二硫化炭素を，また，他方の肥

溜には75%二硫化炭素乳剤を入れ，それぞれの二硫化炭

素量が尿尿量の2,000牙の 1になるようにした．撹持は

投入時にのみ行い，その後は繰返さなかった．かくて，

それぞれの肥溜の 4隅について，二硫化炭素投入前と投

入後の下層卵の死滅率を日を追って調べた〈第3表〉．そ

の結果は，乳剤を投入した肥溜ては，2日後に 2箇所と

もすでに96%の死滅率を示したのに対して，二硫化炭素

を投入した肥溜ては， 6日後に初めて98～100%となっ

た．しかも，投入前の死滅率と投入 1日後のそれとを比

較すると，乳剤を投入した肥溜では， 8%→84%, 9 % 

→90%と大幅に高まったのに対して，二硫化炭素を投入

した肥溜ては， 11%→69%, 5 %→49%と増加したに過

( 55 ) 
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第 3表 尿尿中の虫回虫卵に対する二硫化炭素

及び二硫化炭素手し剤の殺卵作用の比較

虫回虫卵死滅率（%）

投 投入後日数
使薬採箇 1

用剤取所前 1 2 3 4 5 6 7 10 14 

ニ素 1 8 84 96 99 100 100 100 98 100 100 
硫叩 2 4 99 100 
イfゾu 3 9 90 96 99 100 100 100 99 100 100 
炭剤 4 11 100 100 

一山 5 28 99 100 
二以 6 11 69 83 85 91 100 100 99 100 100 
叩 Li 7 5 97 100 
化素 8 5 49 80 83 85 98 97 99 100 100 

（昭和29年 5月27日～ 6月10日，気温13°～22°C)

ぎなかった．さらに，場所による死滅率の差異をみる

と，乳剤を投入した肥簡では，投入1日後には多少の差

が認められたが， 2日後から以後はほとんど全く差を認

めなかった．これに対して，加工しない二硫化炭素を投

入した肥溜ては，投入4日後までかなりの差が認められ

た．

このように乳剤を用いれば，場所による死滅率の差が

少く，また完全死滅に要する期間を短くする ζ とができ

る．

へ〉 対策 ：以上の実験成績から，上層卵に対するこ

硫化炭素の殺卵効果を高めるためには a）密閉できない

普通の肥溜ては，上層部の糞塊，または浮澄（スカム〉

をほどして沈澱させるために，撹持を繰返すととが必要

である.b）密閉できる有蓋肥溜を作って， 二硫化炭素

ガスの殺卵作用を利用することが必要である．かくすれ

ば，投入時の 1回の撹持だけで目的を達するととができ

る.c）二硫化炭素乳剤を用いて，二硫化炭素をなるべ

く均等に行きわたらせることも有効である

3) 二硫化炭素に引火性があるととについて．

イ〉 二硫化炭素の引火性 ：二硫化炭素の沸点は46.3

。Cである．また，引火点は－25℃～－20°0である．沸点以

下の気温てもガスとして揮散する．従って，取扱いを誤

ると，引火するおそれがある．この引火性については，

尿尿の二硫化炭素処理法を提唱された当時から，松村教

授が言及して，その対策を発表されていた．しかしなが

ら，二硫化炭素の引火性については，その取扱いに多少

の注意をすれば，恐るるに足らぬと考えられる．以下，

その対策について述べよう．

ロ〉対策 ：二硫化炭素が引火しうるガス濃度は l～

50 Vol %であるから，屋内に貯蔵する場合が危険だと

( 56 ) 

考えられる．そとて，二硫化炭素をJtj＂蔵する容器は，密

栓をほどこす他に，必ず中に水をはるととにする．とう

すると比重の関係て，二硫化炭素の上に水が重なり，常

温ては，いったん，水にとけた後でなければ，表面から

ガスとして揮散しないことになる．しかも，二硫化炭素

は水に難溶てあるから，揮散するガスも引火濃度に達し

ない．

つぎに，問題になるのは，二硫化炭素を小容器に介注

したり，肥溜に投入する際て、ある．従って，とれらの作

業中は火気厳禁とすべきで、ある．

とのように，二硫化炭素の引火性も，その取抜いに多

少の注意を払えば，恐るるに足らぬ．すなわち，二硫化

炭素の取扱いは，その性質を熟知しだ特定の者に限り，

一般の家庭に配布保管せしめないζ とが重要である．

考按

さて，実地に用いられる尿尿中の畑虫卵の殺卵剤とし

ての二硫化炭素の長所短所を考察しよう ．

長所 1）殺卵力が強く，冬季低温時においても，かな

り強い殺卵効果を示すこと.2）尿尿の肥効が損われない

とと. 3）かなり強い殺姐作用があるとと. 4）大量に生産

されており，廉価であり，また，入手し易いとと.5）操

作が簡単であるとと．

短所 1）引火性があるとと.2）密閉された部屋てはガ

ス中毒のおそれがあること．これらの点については，尿

尿の二硫化炭素処理法を提唱された当初から，松村教授

が言及されていたことであり，本論文て詳述したよう

に，取扱いに注意すれば恐れるに足りないと思われる．

結語

二硫化炭素は，現在のところ，最も実用的な強力な殺

卵剤であり ，従って，尿尿の二硫化炭素処理法は姻虫感

染予防の優れた方法の一つであると思う．

終りに臨み，松村教授の御指導，御校闘を深謝する
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FIELD WORK OF PREVENTION OF ASCARIS INFECTION BY MIXING 

NIGHT SOIL WITH CARBON DISULFIDE 

川. SOME PROBLEMS ENCOUNTERED IN PRACTICE 

SHINGO TOMOMATSU 

(Dφartment of Pediatrics, School of Medicine, Gunma Universiむら Maebashi)

Previously the author reported on a preventive method for ascaris infection. It consists 

in adding carbon disul五deto night soil in the manure pit, stirring it up well, and leaving it 

as it is for 2 weeks to kill ascaris ova in it. 

ln the present paper are fully explained directions for use and storage of carbon disul五de

and discussed about some problems encountered in practice. 
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